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インターネット動画サイトへの内部情報の投稿、システム障害による為替の事務処理遅延やATM端末の利用不能、自社サイトへのハッカー攻撃による個人情報流出・・・・。この１年間に起こり、社会的に大きな影響があった情報セキュリティ事故の一部である。同様の事故が自社に降りかかったらどうなるのだろうかと慄然とされる監査役の方も少なくないのではなかろうか。
今日会社実務でのITの利活用は、会社の業務活動全般に及んでいる。ITの利活用は、企業の競争力の維持、向上を図る上で不可欠であるが、一方で、それに伴いリスクも増大している。場合によっては、経営の根幹を揺るがすような事態に陥るおそれもあるだけに、この増大するITリスクに対し、会社としてしっかりとガバナンスを効かせていく必要がある。では、監査役としてはこの問題にどのように取り組めばよいのだろうか。
このような問題に対し、当協会では平成13年にITガバナンス委員会を協会内に設置し、IT活用に伴う経営の変化への監査対応をテーマとして、「ITガバナンスにおける監査役の役割」と題する報告書を作成し公表している（『月刊監査役』448号、４－15頁）。同報告書では、「事業活動のあり方にまでITが影響を及ぼす現状から見て、監査役としても、その善管注意義務に反さないように、取締役がIT化に対応した適切な処置を取っており、社内においてこれが適正に実施されていることを、モニタリングし、企業経営の健全性を確保していくことが強く求められるであろう」とした上で、いくつかのテーマを重点課題として取り上げ検討している。
その後10年を経て、企業におけるITの利活用は、よりコアな業務に、より広範に及ぶようになり、その分リスクも高まる一方である。そこで、当協会では改めて、ITガバナンスにおける監査役の今日的役割を検討すべくITガバナンス研究会を立ち上げ、その後の経営環境の変化も踏まえ、より実務に即した内容に改めるべく全面的にその見直しを行った。
ITガバナンスという用語については、一般に、コーポレート・ガバナンスのうちIT利用に関するガバナンス機能といった意味であるが、その時々の論点との関係からさまざまに使われ、未だ十分に成熟した概念にはなっていない。また、監査役監査との関係についても定説があるわけではない。しかし、当研究会に課せられたタスクとしてこれを捉えれば、検討すべきは、監査役の立場からITガバナンスをどのように理解し、どう取り組めばよいかを示すということであろう。そこで、当研究会として監査役の立場からITガバナンスについて一定の定義を示し、それを基に検討を進めた。
本報告書は、次の２部構成となっている。
　　第Ⅰ部　IT環境における監査役の役割と責任
　　第Ⅱ部　監査役としてのITガバナンスの取組み方
第Ⅰ部は、いわば総論部分であり、ITガバナンスの重要性や必要性、その構成要素などを示し、まずはITガバナンスをどのように理解し、どのようなスタンスで取り組めばよいかの枠組みを示すことに重点を置いた。
第Ⅱ部では、ITガバナンスの実現に向けて、最小限行うべきこと、最低限留意すべき事項に限定して、その取組み方のポイント等を示した。
情報通信技術の発展は依然目覚しいスピードで進展し、ソフトウェア、ハードウェアともに流行り廃りが激しい。また、ITの現場は、専門用語や特有の言回し、アルファベットの略語が飛び交う部外者には馴染みにくい部署でもある。これまでITに縁の薄かった監査役の方にとってITは、できれば敬遠したくなる事柄の一つであるかもしれない。
本報告書は、そのような監査役の方にとっても、すぐに監査の現場で活用できる内容とするため、できるだけ技術的な専門用語の使用を避け、また、監査役の実務に沿った多くのQ&Aを盛り込んだ。皆様の監査実務にご活用いただければ幸いである。
なお、本報告書の作成にあたっては、専門委員としてご参画いただいた堀江正之日本大学教授に原案の起草や意見取りまとめに大変ご尽力いただいた。この場を借りて心から謝意を表したい。
ITガバナンス研究会　　　　　　
委員長　広瀬　雅行
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ITガバナンスの実践
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